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国際的主要医薬品の承認において
他のアジア諸国に遅れをとる日本

未承認薬の数

世界売上高ランキング上位99品目

世界売上高ランキングの103品目のうち、99品目のデータを採用(無効データ4品目は除外) 。
データは、2004年9月のものである。
出典：グラフは、Pharmaprojectsのデータを編集したものである。
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日本では2倍以上に達する臨床試験のコスト

ICH地域における患者1人あたりの臨床試験および公示コスト

出典：第4回北里大学ハーバードシンポジウム
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4

新薬開発は海外へシフトしている

資料：2000年12月 JPMA

治験の地域別推進状況
（日本製薬工業協会会員企業）
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親会社の国籍別にみる新規化学物質または新規生物学的物質の数
1988～2002年
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出典：SCRIP-EFPI Calculations (親会社の国籍別)
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薬価制度の補正加算率の幅と
実際に適用されている補正加算の分布
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日本は研究開発志向型製薬産業を失ってきた：
薬価改定は市場での価格競争から乖離している
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国際医薬品市場のシェア
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医薬品総売上高に
占める市場シェア

新薬(1998～2002年販売開始)に
占める市場シェア

出典：PhRMA, OPIR Research Paper No.23 2004.10


